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第Ⅰ章 はじめに    
  

















































































る研究を通じて，日中韓 3 か国の教育の特徴を明らかにする。 
 










































                                                   











































































































日本の学校制度は，戦後から小学校 6 年間，中学校 3 年間，高校 3 年間の 6－3－3










































ったものの，小学校 6 年間，中学校 3 年間，高校 3 年間の 6－3－3 制を基本にした学
校制度が維持されてきた。文化大革命時期にあたっては，各学校段階の就業年間が短縮
され，5－2－2 制，5－3－2 制が採られていたが，1976 年の文化大革命終結後，原則





                                                   





























実際，筆者が収集した 5－4－3 制の教科書と，6－3－3 制の教科書の学習内容を比較
すると，学習内容はほぼ同じであった。本研究で研究の分析対象になったすべての地理
教科書は 6－3－3 制で使用された教科書である。 


























 1 種教科書：教育部が著作権を有する教科書（国定教科書）である。 
































第 4 節 日本・中国・韓国の教育制度と教科書制度の比較 
 
（1）日本・中国・韓国の教育制度の比較 










により，12 年間，あるいは 13 年間の無償教育が行われる地域もある。例を挙げると，
2011 年の秋学期からチベット自治区で，2012 年には内モンゴル自治区で，2016 年に
は湖南省の省都である長沙市で，高校段階において 3 年間の無償化を開始した。陝西省
では 2016 年の秋学期から高校 3年間と，2016～2020 年に就学前 1年間 11を無償化し，
13 年間の無償教育が実施されている。青海省では，2020 年から全省範囲で 15 年間無
償教育 12を行う予定である 13。 
 
 
                                                   
9 中国の一部地域を除く。 
10 国公私立問わず，高校等の授業料の支援として「市町村民税所得割額・道府県民税所得割額」
の合算額が 507,000 円（年収 910 万円程度）未満の世帯に「就学支援金」が支給されている。 
11 小学校に入る前の 1 年間の保育費を無償にしている。 
12 就学前 3 年間，小学校 6 年間，中学校 3 年間，高校 3 年間が含まれる。 







































育段階の教科書を無償化した。義務教育段階以外の教科書は 3 か国とも有償である。 























第 1 節 中国における教育の変遷と中学校の地理教育課程の変遷 
 
 1949 年 10 月 1 日に中国が成立して以降，中国は全国統一の教育制度を実施した（国
立教育政策研究所，2009：58）。1949～51 年は革命根拠地 14での経験を取り入れなが
らも，1949 年以前の中華民国期の教育システムが基本的に維持されていた（王，2001：








                                                   



























                                                   



















は，1949 年 10 月の中国成立から 2018 年現在実施されている第 9 次教育課程まで 8 回
改訂されている（表 1）。 
週時限数に関しては，教学大綱においては「中国地理」科目は週 3 時限であり，「世













教育課程 科目名，学年（週時限数），必修・選択 分析した世界地誌教科書 
第 1 次 
1949～52 年 
｢本国地理」1 学年（2）必修 
｢本国地理｣ 2 学年（2）必修 
｢外国地理｣ 3 学年（2）必修 
1949 年『新世界地理 上册』ａ） 
1951 年『新世界地理 上册』b) 
1951 年『新世界地理 下册』 
1952 年『外國地理課本 上册』 
1952 年『外國地理課本 下册』 










1960 年『世界地理 上册』 
1960 年『世界地理 下册』 
第 4 次 
1966～76 年 
「地理，地理常識」1 学年（2／3）ｃ） 1972 年『世界地理』ｄ） 
1975 年『地理 下册』e） 




1978 年『世界地理 上册』 
1978 年『世界地理 下册』 
1984 年『世界地理 上册』 
1984 年『世界地理 下册』 




1988 年『世界地理 上册』 
1989 年『世界地理 下册』 




1995 年『地理 第 1 册』 
1995 年『地理 第 2 册』 
2001 年『地理 第 1 册』f) 
2001 年『地理 第 2 册』 
第 8 次 
2001～2010 年 
「世界地理」1 学年（1）選択 g) 
「中国地理」2 学年（1）選択 
2008 年『地理 七年級下册』 
2011 年『地理 七年級下册』h) 




2016 年『地理 七年級下册』 
a）人民教育出版社設立前の教科書である。本教科書は，1949 年 9 月に華北人民政府の検定を
受け，新中国聯合出版社から出版された。 








が，第 7 次教育課程の編集方針に従って編集したため，第 7 次教育課程で分析する。 
g）（財）学校教育研究所編（2006：79）によると，中学校 1・2 学年の週時限数がそれぞれ 34
時限であり，「歴史」と「地理」科目中で一つの科目を選択し，週時限数の 3～4％の時間配
分とあったことが分かった。計算すると，「歴史」あるいは「地理」の週時限数は 1.02～1.36



















である 1949～1977 年，平均記述割合が 1.8％である 1978～2007 年，対日記述量が一
気に増え，平均記述割合が 7.7％である 2008～2018 年の 3 つの段階に分けられる（図
1）。しかし，本研究では上述した記述の割合だけではなく，記述のページ数の特徴も踏
まえ，記述の量的変化を以下の 4 つの段階に分ける（表 2）。 
                                                   











図 1 中国の中学校世界地誌地理教科書における日本関連記述割合とページ数 
（中国地理教科書より筆者作成） 
 
第 1 期(量)は日本に関する記述ページ数が多く，記述割合が 3.0％前後である 1949～
59 年，第 2 期(量)は記述ページ数は第 1 期(量)より少ないが，記述割合は第 1 期(量)と
変わらず 3.0％前後である 1960～77 年，第 3 期(量)は記述ページ数は第 2 期(量)と変わ
らないが，記述割合は第 2期(量)より減って 1.8％前後である 1978～2007年，第 4期(量)
は記述ページ数が多く，記述割合も増加した 2008～2018 年である（表 2）。 
 
表 2 中国の中学校世界地誌地理教科書における日本関連記述の量的変化とその特徴 
量的変遷の時期区分 対日記述ページ 対日記述割合 日本の扱い 
第 1 期(量)（1949～59 年） ページ数が多い 記述割合 3.0％ 普通 
第 2 期(量)（1960～77 年） ページ数が普通 記述割合 3.0％ 普通 
第 3 期(量)（1978～2007 年） ページ数が普通 記述割合 1.8％ 軽視 





























（2）第 1 期(量)（1949～59 年）の特徴 
本期は，1949 年版と 1951 年版，1952 年版と 1955 年版の教科書が含まれており，
これらは第 1 次教育課程と第 2 次教育課程の編集方針に従い出版された教科書である。
第 1 次教育課程（1949～52 年）は中国が成立した直後の教育課程であり，建国初期の
基礎教育の体系を成立させる時期であり，第 2 次教育課程（1953～57 年）は社会主義
教育大躍進政策が実施される前までの教育課程である。 
a 第 1 次教育課程（1949～52 年） 
第 1 次教育課程（1949～52 年）において，日本関連記述の割合は，1949 年版で 2.6％，
1951 年版で 2.9％，1952 年版で 3.4％を占めており（図 1），平均割合は 3.0％である。 
第 1 次教育課程（1949～52 年）における日本関連記述の項目を紹介する。第 1 次教
育課程は日本関連記述の項目数が最も多い時期である（表 3）。1949 年版と 1951 年版
における日本に関する記述の内容構成は全く同じである。一方，1952 年版では日本に
関する記述は「敗戦後の日本」と「日本植民帝国の崩壊」の 2 つの節に分けて記述され






表 3 中国の中学校地理教科書における日本に関する記述の内容構成  
  第 1 次教育課程 第 2 次教育課程 第 3 次教育課程 
1949 年・1951 年 
『新世界地理 上册』 
1952 年『外國地理課本 上册』 1955 年 
『世界地理』 
1960 年 
『世界地理 上册』 第 3 節 敗戦後の日本 第 4 節 日本植民地帝国の崩壊 
1 自然概況   2 発展状況 
（1）位置環境  （1）人口分布 
（2）地形    （2）農業 





















4 居民  
5 経済 
1 山が多い島国  
2 温帯季節気候 
3 工業    
4 農業と水産業 
5 海運と海港 

























第 7 次教育課程 第 8 次教育課程 第 9 次教育課程 
1995 年 
『地理 第 1 册』 
2001 年 



























b 第 2 次教育課程（1953～57 年） 
第 2 次教育課程（1953～57 年）に出版された，1955 年版の教科書全体に占める日本
関連記述の割合は 2.6％である。第 2 次教育課程（1953～57 年）の日本の記述の内容
構成は，第 1 次教育課程（1949～52 年）の内容構成に比べると「経済」21に関する項
目が新たに加えられている。その反面「都市・人口」の内容が削除されている。全体的
に第 1 次教育課程（1949～52 年）に比べると簡単化されている（表 3）。 
また，帝国主義に関連する項目は，第 1 次教育課程（1949～52 年）に出版された 1952
年版の「アメリカが東洋を侵略するための基地」，「帝国の形成」，「第二次世界大戦中の
日本の拡張」，「日本の植民地帝国の崩壊」の 4 つから，1955 年版では「帝国主義国家
から半植民地まで」の 1 つになり，その数は減った（表 3）。 
 
（3）第 2 期(量)（1960～77 年）の特徴 
本期は，1960 年版と 1972 年版，1975 年版の教科書が含まれている。これらの教科
書は，第 3 次教育課程と第 4 次教育課程の編集方針に従い出版された教科書である。本
期は中国地理教育の委縮期であった。 
a 第 3 次教育課程（1958～65 年） 
第 3 次教育課程（1958～65 年）になると，教科書全体に占める日本関連記述の割合
は，1960 年版で 3.2％を占めており（図 1），第 2 次教育課程（1953～57 年）の 1955
年版の 2.6％よりやや増えた。 
 自然に関する項目は「山が多い島国」と「温帯季節気候」の 2 つ，産業に関する項目
は「工業」と「農業と水産業」の 2 つ，交通に関する項目は「海運と海港」の 1 つがあ
る（表 3）。表 3 をみると，第 1 期(量)に書かれていた「帝国主義」関連の内容項目が書
かれていない。その原因は，本章の第 3 節において，改めて述べる。 
                                                   




b 第 4 次教育課程（1966～76 年） 
 第 4 次教育課程（1966～76 年）は中国の文化大革命の時期であった。文化大革命に
より学校教育は破壊され，全国的に統一した教育制度と教科書はなかった。教科書は各
地域で出版された（王，2001）。第 4 次教育課程（1966～76 年）には，1972 年版と
1975 年版の教科書が含まれており，日本に関する記述が教科書全体に占める割合は
2.9％と 3.2％である（図 1）。 
第 4 次教育課程（1966～76 年）に出版された 1972 年版と 1975 年版の日本関連項目
数は，それぞれ 3 つと 2 つであり，少ない（表 3）。第 4 次教育課程（1966～76 年）に






が，第 4 次教育課程（1966～76 年）では「畸形に発展した」と「資本主義」という感
情的，政治的字語が加えられているのが特徴的である。第 2 期(量)の日本関連項目数は，
第 1 期(量)より減った。 
 
（4）第 3 期(量)（1978～2007 年）の特徴 
 本期は，1978 年版と 1984 年版，1988 年版と 1995 年版，2001 年版の教科書が含ま
れている。これらの教科書は，第 5 次教育課程～第 7 次教育課程期の編集方針に従い出
版された教科書である。本期における日本関連記述の平均記述割合は 1.8％である。そ
の中で，記述の割合が最も少ないのは 1978 年版と 2001 年版の 1.7％であり，最も多い
のは 1995 年版の 2.0％である。第 1 期(量)，第 2 期(量)に比べると，日本関連記述が教
科書全体に占める割合は少なくなった（図 1，表 2）。 
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a 第 5 次教育課程（1977～85 年） 
第 5 次教育課程（1977～85 年）に出版された教科書の日本関連記述が教科書全体に
占める割合は，1978 年版は 1.7％，1984 年版は 1.8％である。この割合は，分析した
時期を通して最も少ない（図 1）。 
表 3 のように，1978 年版と 1984 年版の 2 冊の教科書とも，「山がちな地形」，「季節
風気候」，「発達した資本主義経済」の 3 つの項目に分けられており，第 4 次教育課程
（1958～76 年）の内容項目と比べると「季節風気候」という自然に関する内容項目が
増えた。 




b 第 6 次教育課程（1986～91 年） 
第 6 次教育課程（1986～91 年）に出版された 1988 年版の日本関連記述が教科書全
体に占める割合は 1.8％である。 
内容項目に関しては，1978 年版，1984 年版，1988 年版の 3 冊の地理教科書の中の
日本に関する記述の内容構成は変わっておらず，同じである（表 3）。 
c 第 7 次教育課程（1992～2000 年） 
第 7 次教育課程（1992～2000 年）に出版された教科書における日本関連記述が教科
書全体に占める割合は，1995 年版が 2.0％，2001 年版 22が 1.7％である（図 1）。 
表 3 をみると，日本関連記述の内容項目は 1995 年版と 2001 年版でそれぞれ 5 つと
3 つがあり，1995 年版は第 6 次教育課程（1986～91 年）より増えた。1995 年版には
                                                   
22 教学大綱から課程標準への転換期であるため，教科書の出版が遅れ，教科書の出版年次と教
育課程の年次がズレでいる。本教科書は第 7 次教育課程以後に出版されているが，第 7 次教





また，自然に関する内容項目は，第 5 次教育課程と第 6 次教育課程に出版された 1978
年版と 1984 年版，1988 年版の「山がちな地形」と「季節風気候」の 2 つから，1995
年版では「自然地理特徴」の 1 つになっており，自然に関する内容項目が減った（表 3）。
反面，産業関連の内容項目は 1978 年版と 1984 年版，1988 年版の「発達した資本主義
経済」の 1 つだけであったが，1995 年版では「発達した経済」と「太平洋沿岸工業」，




（5）第 4 期(量)（2008～2018 年）の特徴 
 本期は，2008 年版と 2011 年版，2016 年版の教科書が含まれており，それは第 8 次
教育課程と第 9 次教育課程の編集方針に従い出版された教科書である。本期において，
日本関連記述量が一気に増え，その平均割合は 7.7％もある（図 1）。 
a 第 8 次教育課程（2001～2010 年） 
第 8 次教育課程（2001～2010 年）に出版された教科書における日本関連記述が教科
書全体に占める割合は，2008 年版と 2011 年版 23で 7.7％を占めている（図 1）。 
b 第 9 次教育課程（2011～2018 年） 
第 9 次教育課程（2011～2018 年）に出版された教科書における日本関連記述が教科
書全体に占める割合は，2016 年版で 7.8％を占めている（図 1）。2016 年版は 1949 年
から 2018 年に出版された教科書の中で，日本関連記述割合が最も多い教科書である。 
第 4 期(量)の記述項目数は 3 つであり，自然，経済，文化でそれぞれ 1 つずつ占めて
                                                   
23 2011 年版の教科書は，第 8 次教育課程期以後に出版されたが，第 8 次教育課程の編集方針に
従って編集したため，第 8 次教育課程で分析する。  
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おり，第 3 期(量)の 1995 年版以外の教科書の内容項目数と同じである（表 3）。ただし，
第 4 期(量)において，第 8 次教育課程期（2001～2010 年）に出版された 2008 年版と






上述した日本に関する記述の 4 つの量的時期区分に沿って（表 2），資本主義大国であ
るアメリカと，社会主義大国であったソ連 24の関連記述の割合と比較した（図 2）。そ
の結果，この時期区分が他国においても有効であることが明らかになった。 













    図 2 中国の中学校世界地誌地理教科書における日本・アメリカ・ソ連(ロ) 
関連記述割合 
a）1949 年版（下冊）は資料収集で見つかっておらず，1949 年版のアメリカ関連記述割合は 1951





第 2 期(量)では，対日記述割合は第１期(量)と同じ 3.0％を占めており，第１期(量)と
合わせ，記述割合は安定している。それに比べると，米ソ両国の記述割合は第 1 期(量)
より減った。対ソ記述割合は 1960 年版において高い割合を占めていたが，1972 年版
ではその割合が大きく下がり 25，その後の 1975 年版でより下がった。対米記述割合は
1955 年版では高かったが，1960 年版で大幅に下がり，対日記述割合よりやや多い程度
となり，1975 年版では日米ソ 3 か国の記述割合はほぼ同率となっている（図 2）。   
                                                   









日本関連記述の割合 アメリカ関連記述の割合 ソ連(ロ)関連記述の割合 




第 3 期(量)では，対日記述割合は第 2 期(量)より少なく，教科書全体の 1.8％を占めて
おり，米ソ(ロ)両国の記述割合より少ない。米ソ(ロ)両国の記述割合をみると，対米記
述割合は第 2 期(量)と変わらない。しかし，対ソ(ロ)記述割合は第 2 期(量)に大幅に減少
したうえ，第 3 期(量)はさらに減少し，1978 年版からは対米記述割合よりも少なくな
っている（図 2）。 
日本の記述量に大きな変化がある第 4 期(量)では，対日記述割合は 7.7％と急激に増
















しい。1952 年版では米ソ両国の記述割合が大きく増加し，対ソ記述割合は 1952 年版
と 1955 年版，1960 年版で高く，対米記述割合は 1952 年版と 1955 年版で高い。その
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後，対ソ記述割合は 1960～1972 年にかけて大きく下がり，対米記述割合は 1955～60
年にかけて大きく下がったが，対米記述割合に関しては 1949～2007 年において 1952
年版と 1955 年版を除き，ほぼ変わらないことから，元の割合に戻ったとも言える。言
い換えれば，対米記述割合は 1952 年版と 1955 年版で特別に多かったのである。米ソ













以上の点については，第 3 節の対日記述の質的特徴において改めて述べる。 




                                                   
26 同じく人民教育出版社から出版され，上・下冊の 2 冊と同じ出版形式である 1960 年版と 1978
年版におけるアフリカ・ラテンアメリカに関する記述のページ数を調べた結果，アフリカの記

















較的安定していた。1975 年版以前は日米ソ 3 か国の記述割合をみると，日米両国を足
した記述割合が対ソ記述割合に相当し，日本はアメリカの従属変数であったと言える。
それに対して，1975 年版では日米ソ関連記述割合がほぼ同量になった（図 2）。その後




最後の 2008～2018 年においては，日米ロの 3 か国の記述割合が急激に増えた。その
                                                                                                                                                     















第 3 節 中国中学校地理教科書の日本に関する記述の質的特徴と記述内容の変遷 
 
前節では，1949～2018 年の間に出版された中学校地理教科書における日本に関する







日本に関する記述の質的変化は，以下の 4 つの時期に分けられる（表 4）。表 2 と表
                                                   











表 4 中国の中学校世界地誌地理教科書における日本関連記述の質的変化とその特徴 
質的変遷の時期区分 対日記述の特徴 
第１期(質)（1949〜77 年） 政治的記述と対米批判的記述が集中 
第 2 期(質)（1978〜94 年） 政治的要素が弱まる，対米批判から対ソ批判へ，資本主義経済強調 
第 3 期(質)（1995〜2007 年） 政治的要素が完全に消え，日本の経済発展を全面に強調 
第 4 期(質)（2008〜2018 年） 日本への親近感の育成に努めながらも日本の経済を牽制 
（筆者作成） 
 
（1）第 1 期(質)（1949～77 年）の特徴 
本期の対日記述の質的特徴をひとことで言えば，「政治的記述，アメリカに対する批


















投降し，領土は本来の 4 つの大島に戻った」（盧・陳，1949a：82）。 
 
 
図 3 中国の中学校世界地誌地理教科書における日本記述の内容別割合 
（中国地理教科書より筆者作成） 
 
1952 年版は戦争に関する記述割合が最も多い教科書である（図 3）。1952 年版の教
科書における日本に関する記述は，教科書の第 2 章第 3 節「敗戦後の日本」と，第 4
節「日本植民帝国の崩壊」に分けて書かれており，その中で，戦争を含む帝国主義関連
の項目は「アメリカが東洋を侵略するための基地」，「帝国の形成」，「第二次世界大戦中


















































図 4 日本の植民地地図 32 
（出典：1952 年『外國地理課本 上册』より） 
 










                                                   
32 教科書には図のタイトルがなく，「日本の植民地地図」は筆者がつけたものである。 






































































































本期（1949～77 年）の質的特徴と，本章の第 2 節で分析したこの時期に該当する第
1 期(量)と第 2 期(量)の量的特徴を合わせると，いずれも中国側の反米・親ソと反ソ・
親米の中ソ対立の時期と重なり，対日記述は国際社会の情勢による政治関係の変化とい








以下でさらに 2 つの例を紹介しよう。第 1 は，第 2 節で述べたように，対米記述割
合が 1952 年版で最も多く（図 2），さらに内容としては，対米批判を含む帝国主義関連
記述が 1952 年版で最も多いことから（図 3），朝鮮戦争の影響を受けていたと思われる。
日本では教科書の記述は同一教育課程において，一定程度の統一性が見られる。また，
教科書は編集と検定から採択と発行まで，少なくとも 4 年の時間がかかる。そのため，
中国教科書で 1950 年の朝鮮戦争が 1952 年に出版された教科書に反映されるのは非常








 （2）第 2 期(質)（1978～94 年）の特徴 
本期の日本に関する記述の質的特徴は，第 1 期(質)より政治的要素が弱まり，また，
日本関連記述における批判先は第 1 期(質)のアメリカから，ソ連へと変わった。その上






第 1 期(質)の日本に関する記述の 1 番目の特徴として，戦争に関する記述の多い点を
挙げたが，本期においては，1978 年版から戦争関連記述が一切消え（図 3），アメリカ
に対する批判的記述も消えた。この点を本期の 1 番目の特徴として指摘できる。 














科書にも同様な表記が確認できる（図 5，図 6）。 
                                                   
34 1995 年版からは「俄占」と表記され，ロシア占領中という意味である。 
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 ⇒   
図 5 日本地図         図 6 日本地図に書かれている北方領土 
（出典：1978 年『世界地理 上册』より） 
 
c 日本の資本主義経済を強調 






















都市人口は総人口の 3 分の 2 以上を占めている。首都東京は，関東平野の南部，東京湾
の西北岸に位置しており，人口は 1,100 万人であり，世界最大の都市の１つであるほか，
日本の陸海空の交通の枢要である」とある（人民教育出版社地理社会室，1984a：25）。 
上述した記述は，第 1 期(質)の経済関連の記述に比べると，その差が大きい。第 1 期
(質)の 1975 年版では，「日本の経済は畸形に発展し，悪性に膨張した」と批判していた








































































（4）第 4 期(質)（2008～2018 年）の特徴 
本期の日本に関する記述の質的特徴として，日本の自然災害に対応する知識の学習と，
日本への親近感の育成，日本経済への懸念の 3 点が挙げられる。 
a 自然災害への学習 









いる。中国人の中学生が書いた日記は，「2011 年 4 月 2 日：今日は私の初の登校日であ



















































れている。その原因としては，1972 年 2 月の米中共同声明の発表により，米中双方が
事実上相互承認した歴史的背景があると思われる。岡部（2002）は米中接近の時代は
中ソ対立が激化し，それまでの「反米」が「反ソ」に変わった，また，荒井（2001）


































ら総合的にみると，その変遷は 3 つの段階に分けられる（表 5）。 





第 2 期(総合)の 1978～2007 年では，中国は経済発展に専念しており，その中では改
革開放と社会主義市場経済といった，中国の経済戦略による経済的変化を語る時期であ
った。 




表 5 中国の中学校世界地誌地理教科書における日本関連記述時期区分 
変 化 変化の時期区分 
量的変化 第 1 期 
1949～59年 
第 2 期 
1960～77 年 
第 3 期 
1978～2007 年 
第 4 期 
2008～2018 年 
質的変化 第 1 期 
1949～77 年 
第 2 期 
1978～94 年 
第 3 期 
1995～2007 年 
第 4 期 
2008～2018 年 































                                                   
37 現在の韓国のことである。 
38 現在の北朝鮮のことである。 
39 韓国の国家行政機関である。日本の文部科学省の旧文部省部門に相当する。1948 年 11 月に
文教部として発足し，1990 年 12 月に教育部に改称した。その後の 2001 年 1 月に教育人的資





ている。1945 年 8 月 15 日の解放以降，1946 年の教授要目期 40と 1954 年 4 月 20 日に
文教部第 35 号で制定された教育課程基準令から教育課程となり，これまで 10 回の改
訂を経て，2018 年現在は 2015 年 9 月に公示された 2015 年改訂教育課程（2017 年～）
が実施されている（文部科学省生涯学習政策局編，2016）。1954 年以前は 1946 年にア
メリカ軍が発表した「教授要目」が教育課程と同様の役割を果たしていた。1997 年の
第 7 次教育課程後，2007 年と 2009 年に改訂を行った。2007 年以降の改訂については，
筆者が把握しておらず，本研究においては分析対象とした教科書の発行年次により，第
7 次教育課程（1997～2007 年）までを分析する。従って，本研究の分析は，教授要目
と第 7 次教育課程まで改訂された 7 回の教育課程を主たる時期区分として採用する。 




その後，第 2 次教育課程（1963～73 年）では地誌を重視することが教科書の編成方針
となっており，第 3 次教育課程(1973～81 年)では教科書の編成方針は系統地理と地誌
の並行，第 4 次教育課程（1981～88 年）以降第 7 次教育課程（1997～2007 年）に至
るまで地誌を重視することが編成方針として採用されている。 
 必修・選択別については，地理科目の中の系統地理科目はすべて選択科目である（진，
2006）。また，第 2 次教育課程（1963～73 年）から第 6 次教育課程（1992～97 年）に
かけて地誌科目における韓国地理は，第 3 次教育課程の「国土地理」が選択科目であっ
たほかすべて必修科目であり，世界地理はすべて選択科目であった。そして，第 7 次教
育課程（1997～2007 年）では韓国地理を含めてすべて選択科目になっている（表 6）。  
                                                   








b) 拙稿（2018）では「第 2 次教育課程期の教科書の編成方針は地誌であったが，1964 年と 1967
年に 2 冊の人文地理教科書が出版されており，人文地理教科書が出版された原因は不明であ
る」と述べたが，정（1995：22）では，1964 年と 1967 年に 2 冊の人文地理教科書は第 1


















｢人文地理」選択 1957年『人文地理』 (培文社） 
1963 年『인문지리
人 文 地 理
』 (을유문출판
乙 酉 有 出 版
） 
1964 年『표준인문지리
標 準 人 文 地 理
』 (서울출판사
ソ ウ ル 出 版 社
）ｂ） 
1967年『최신인문지리
















































人 文 地 理
』(서울대학교

























世 界 地 理
』 (동아출판사
東 亜 出 版 社
） 
1992 年『세계지리












世 界 地 理
』(동아서국
東 学 書 局
） 
1997年『세계지리





世 界 地 理
』(대한교과서










世 界 地 理
』(금성출판사
金 星 出 版 社
） 
2004年『세계지리





世 界 地 理
』(천재교육











































































































b 第 1 次教育課程（1954～63 年） 




人 文 地 理
』(을유문출판






















標 準 人 文 地 理
』（서울출판사













（2）第 2 期（1963～81 年）の量的特徴 
 第 2 期（1963～81 年）は，第 2 次教育課程（1963～73 年）と第 3 次教育課程（1973
～81 年）が含まれている。 
a 第 2 次教育課程（1963～73 年） 
1963 年から始まる第 2 次教育課程（1963～73 年）になると，全体として日本に関す











































                                                   







表 7  韓国の高校地理教科書における日本に関する記述内容の構成 
第2次教育課程 第4次教育課程 第5次教育課程 第6次教育課程 






























世 界 地 理
』동아출판사










世 界 地 理
』동아서국
東 学 書 局
 
3 章 2 節 3 章 2 節 3章1節 3章2節 3章2節 3章3節 
1 日本の過去と現在 2 極東，韓日協定 
3 漁業協定     4 自然の特色 
5 日本の気候    6 機械化した農牧業 
7 世界的水産業   8 乏しい地下資源 
9 豊富な水力資源  10 発達な工業 






























第6次教育課程 第 7 次教育課程 
1997 年 
『세계지리






世 界 地 理
』대한교과서




世 界 地 理
』금성출판사










世 界 地 理
』천재교육
天 才 学 育
 






















b 第 3 次教育課程（1973～81 年） 
 第 3 次教育課程（1973～81 年）に出版された教科書には，1978 年に出版された
『인문지리
人 文 地 理
』（서울출판사





んど工業に関する記述であり，日本関連記述全体の 94.1％を占めている（図 7）。 
 
（3）第 3 期（1981～97 年）の量的特徴 
 a 第 4 次教育課程（1981～88 年） 















一方，項目の数は第 2 次教育課程（1963～73 年）と比べると減っている（表 7）。
第 4 次教育課程では，第 2 次教育課程にあった「日本の総合開発」，「都市」，「日本
国民」，「我が国との関係」などが書かれていないが，「貿易」の項目が増えている（表
7）。 
                                                   





b 第 5 次教育課程（1988～92 年） 
第 5 次教育課程（1988～92 年）は編成方針が地誌である。1989 年（동아출판사





世 界 地 理
』の日本に関する記述の割合は 3.6％
と 3.2％を占める（図 7）。 
この 2 冊の教科書は，第 4 次教育課程の教科書の「自然環境」，「産業」などの項
目はそのままに，新たに「人口と都市」，「課題と展望」などの項目が増えた（表 7）。
『세계지리
世 界 地 理
』（동아출판사











課程（1988～92 年）における「世界地理」の目標の 1 つとして，人類が直面してい
る人口，資源，環境などの問題点を地理的側面から認識させることによるものであ
ると言えよう。 
c 第 6 次教育課程（1992～97 年） 
 第 6 次教育課程（1992～97 年）は編成方針が地誌である。第 6 次教育課程の地理
教科書では，1995 年に동아서국
東 学 書 局
から出版された『세계지리





世 界 地 理
』は 4.3％，1997
年に대한교과서
大 韓 学 科 書
から出版された『세계지리
世 界 地 理
』は 3.5％であった。編纂された教科書の
記述内容は，これまでと同様，工業に関する記述量が多い（図 7）。 
表 7 をみると，第 6 次教育課程以前には書かれていなかった「近代化の過程」（『
세계지리
世 界 地 理
』，1995），「文化的背景」（『세계지리





世 界 地 理
』（대한교과서







（4）第 4 期（1997～2007 年）の量的特徴 
第 7 次教育課程（1997～2007 年）は編成方針が地誌である。第 7 次教育課程の教
科書における日本関連記述の割合は，2004年に금성출판사
金 星 出 版 社
から出版された『세계지리
世 界 地 理
』は 4.7％，『세계지리




天 才 学 育
から出版された『세계지리
世 界 地 理




























とも記述量にそれほど大きな変動はない。1990 年代後半から 2000 年代初期にどち
























（1）第 1 期（1946～63 年）の質的特徴 
本期（1946～63 年）は，教授要目(1946～54 年)と第 1 次教育課程（1954～63 年）
が含まれている。教授要目期は日本の記述がほとんどないため，省略する。 

















ソ ウ ル 出 版 社
から出版された『표준인문지리
標 準 人 文 地 理
』には，以下のような記述が
ある。「1932 年 44の満州・中国への侵略から，太平洋戦争を起こした 1941 年までの












                                                   
44 日本と中国では満州事変は 1931 年という認識であるが，本教科書では 1932 年であると  
   書かれている。 
45 日本では朝鮮戦争と呼んでいるが，韓国では韓国戦争や韓国動乱，あるいは 6・25（ユギ  
   オ）戦争，北朝鮮では祖国解放戦争，北朝鮮を支援した中華人民共和国では抗美援朝戦争
（「美」は中国語表記でアメリカの略）と呼ばれている。韓国地理教科書中でも韓国戦争，    
   韓国動乱，6・25 戦争など様々な呼び方があるが，本研究では朝鮮戦争と統一する。 
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(2) 第 2 期（1963～81 年）の質的特徴 
本期（1963～81 年）は，第 2 次教育課程～第 3 次教育課程 46（1963～81 年）が
含まれている。本期における日本に関する記述の質的特徴をひとことで言えば「批




































                                                   


















































































（3） 第 3 期（1981～97 年）の質的特徴 
本期（1981～97 年）には，第 4 次教育課程（1981～88 年），第 5 次教育課程（1988
～92 年），第 6 次教育課程（1992～97 年）が含まれている。本期の地理教科書の日



































 しかし，本期（1981～97 年）の終わりには，1995 年に出版された『세계지리






1995：117）。これは本章第 4 節の分析で述べるように，1993 年に就任した金泳三
大統領の対日政策が一定程度反映されたためであると思われる。 
  
（4）第 4 期（1997～2007 年）の質的特徴 
本期（1997～2007 年）に出版された韓国高校地理教科書の大きな特徴の 1 番目は，










































金 星 出 版 社
から出版された『세계지리



























































































































































































































改訂を行ってきた（溝口，2007：19）。1947 年版学習指導要領は，4 年後の 1951
年に改訂され，またその 4 年後の 1955 年に改訂された。その後の 1960 年の学習指








～62 年の「人文地理」は系統地理で 5 単位であり，選択科目である。1963～72 年
の「地理 A」（3 単位）と「地理 B」（4 単位）は共に系統地理であり，必修科目にな
っている。1973～81 年の「地理 A」は系統地理であり，必修科目である反面，「地















の傾向を継承した（中村ほか，2009：89）。   







たが，1994 年から 2018 年においては，地理科目は地歴科に属している。だが，2017














































「地理 A」3 単位（系統地理） a) 
必修科目 
「地理 B」4 単位（系統地理）b） 
必修科目 
東京書籍 1963 年『地理 A』 
東京書籍 1963 年『地理 B』 
東京書籍 1967 年『新編地理 A』 
東京書籍 1967 年『新編地理 B』 
東京書籍 1970 年『新訂地理 B』 




「地理 A」3 単位（系統地理） 
必修科目 
「地理 B」3 単位（世界地誌） 
選択科目  
東京書籍 1973 年『地理 B』 
東京書籍 1974 年『地理 A』 
東京書籍 1976 年『新訂地理 A』 
東京書籍 1976 年『新訂地理 B』 
東京書籍 1979 年『改訂地理 A』 







東京書籍 1982 年『地理』 
東京書籍 1985 年『改訂地理』 
東京書籍 1988 年『地理』 
東京書籍 1990 年『地理−自然と人間−』 




「地理 A」2 単位 選択科目 
「地理 B」4 単位 選択科目 
東京書籍 1994 年『環境と人間−地理 A』 
東京書籍 1994 年『地理 B』 
東京書籍 1998 年『環境と人間−地理 A』 




「地理 A」2 単位 選択科目 
「地理 B」4 単位 選択科目 
東京書籍 2003 年『地理 A』 
東京書籍 2003 年『地理 B』 
東京書籍 2007 年『地理 A』 




「地理 A」2 単位 選択科目 
「地理 B」4 単位 選択科目 
東京書籍 2013 年『地理 A』 
東京書籍 2014 年『地理 B』 
東京書籍 2017 年『地理 A』 
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（図 9）。第 1 期は日本の記述割合がわずかである 1947～62 年，第 2 期は平均記述
割合が「地理 A」が 1.2％，「地理 B」が 1.4％である 1963～72 年，第 3 期は平均記
述割合が系統地理の「地理 A」が 2.8％，世界地誌の「地理 B」が 5.3％である 1973
～81 年，第 4 期は系統地理と世界地誌の合冊で平均記述割合が 3.1％である 1982～
93 年，第 5 期は平均記述割合が「地理 A」が 3.9％，「地理 B」が 2.5％である 1994
～2018 年である （図 9）。 
1947～62 年に出版された「人文地理」は，編集方針が系統地理であり，世界にお
ける基本的内容が概観され，その中心的事例が記述されているだけである。そのた
め，統計分析が難しく，量的変遷の第 1 期（1947～62 年）とするが，本研究の分析
にあたっては省略する。 
                                                   
48 日本の高校地理教科書における中国と台湾に関する記述割合の計算方法は，韓国の高校地
理教科書における日本に関する記述割合の計算方法と同じである。 











表 9 日本の高校地理教科書における中国関連記述の量的変化とその特徴 
量的変遷の時期区分 対日記述ページの特徴 対日記述割合の特徴 
第 1 期（1947～62 年） ページ数が少ない わずかである。 
第 2 期（1963～72 年） ページ数が少ない 「地理 A」1.2％，「地理 B」1.4％ 
第 3 期（1973～81 年） 「地理 A」普通，「地理 B」多い 「地理 A」2.8％，「地理 B」5.3％ 
第 4 期（1982～93 年） 「地理」ページ数がやや多い 「地理」記述割合 3.1％ 























































































































































































































































































← 第2期 → ← 第3期 →  ←第4期 → ←    第5期    → 
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a 第 2 期（1963～72 年）の量的特徴  
「地理 A」と「地理 B」の教科書の編集方針は，系統地理であった（表 8）。本期
（1963～72 年）の中国に関する記述割合は少なく，教科書全体に占める割合は，「地
理 A」で平均 1.2％，「地理 B」では平均 1.4％である（表 9）。「地理 A」が「地理 B」
に比べるとやや少ない傾向であるが，表 8 で示したように，その差は学習単位が異
なっているだけであって，記述内容にはそれほどの差がない。 
b 第 3 期（1973～81 年）の量的特徴 
1968 年版（1970 年告示）高校学習指導要領は，戦後の地理教育における最も大
きな改変で，世界地誌を編集方針とした「地理 B」が初めて設置された。そして「地
理 A」は 1963～72 年と同じく，その編集方針は系統地理である（表 8）。 
表 9 のように，本期（1973～81 年）の中国に関する記述が教科書全体に占める割
合は，「地理 A」で平均 2.8％，「地理 B」では平均 5.3％であり，第 2 期（1963～72
年）より一気に増えた。 
それでは，1973 年から出版された高校の地理教科書における中国の記述量はなぜ

















均割合は 3.1％であり，第 3 期（1973～81 年）の「地理 A」よりは多いが，「地理 B」









れ 77 ページ，78 ページ，55 ページ，55 ページ，92 ページである。その中で中国
関連の記述ページ数はそれぞれ 6 ページ，6 ページ，5 ページ，5 ページ，8 ページ
であり，世界地誌全体の 8～11％を占めており，決して少ないとは言えない。 
d 第 5 期（1994～2018）の量的特徴 
地歴科では，単位と内容が違う「地理 A」（2 単位）と「地理 B」（4 単位）に分か
れた。「地理 A」における中国関連の記述割合は平均 3.9％である一方，「地理 B」で












 本項の第 3 期（1973～81 年）で述べた 1973 年の『地理 B』において，中国の記
述割合が第 2 期（1963～72 年）に比べ，急に増えた原因を探るべく，中国とアメリ
カの記述ページ数を比較した。その結果は図 10 に示す通りである。 
 
 




























































































































































































































































































半分であった（図 10）。また，日中国交が回復した翌年（1973 年）の『地理 B』で
は，中国関連記述が 4.5 ページから 15 ページと一気に増えた。しかし，中国関連記











































業を重視し，また社会主義国であることを強調した第 2 期（1963～72 年），資本主
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義と社会主義を強調した第 3 期（1973～93 年），生活を重視し，また異文化への理
解を示した第 4 期（1994～2002 年），日中両国の相違点を学習させる，また，日中
関係の連携を重視し，さらに中国経済の変化を強調した第 5 期（2003～2018 年）の
5 期に分けられる（表 10）。 
表 9 と表 10 から明らかなように，量的変化と質的変化による時期区分は部分的に
異なるものの，区分された年は一致しており，大きく見れば整合的である。 
 
表 10 日本の高校地理教科書における中国関連記述の質的変化とその特徴 
質的変遷の時期区分 対中関連記述の特徴 
第 1 期（1947～62 年） 記述の特徴は明らかではない 
第 2 期（1963～72 年） 産業を重視，社会主義国であることを強調 
第 3 期（1973～93 年） 資本主義と社会主義を強調した 
第 4 期（1994～2002 年） 生活を重視，異文化への理解を示した 
第 5 期（2003～2018 年） 日中の相違点を学習，日中関係の連携を重視，中国経済の変化を強調 
（筆者作成） 
 









らに，第 2 次 5 か年計画による農業増産のために全国的に人民公社 50が組織された





本期（1963～72 年）に出版された高校地理教科書は全部で 6 冊であり，すべての
教科書の中国の関連記述には 5 か年計画が書かれている。5 か年計画政策は社会主義
国家の特有な政策の一つであり，中国は社会主義国家であることを暗示している。 
b 第 3 期（1973～93 年）の質的特徴 
 本期（1973～93 年）の記述内容の特徴は 2 点あり，1 番目の特徴は，資本主義陣
営と社会主義陣営に分けて紹介していること，2 番目の特徴は，地誌的特徴を強調し
ていることである。 
本期（1973～93 年）の 1 番目の特徴は，資本主義陣営と社会主義陣営に分けて紹
介していることであり，中国の記述では社会主義を全面的に強調している。本期の
系統地理教科書である「地理 A」科目における記述内容は，書き方が同じであるた
め，1974 年版の『地理 A』を例として説明する。1974 年版の『地理 A』では，中
国に関する記述は，第 3 章「農牧・林・水産業」の社会主義の農牧業，第 4 章「鉱
工業」の社会主義の鉱工業，第 6 章「居住と生活」の社会主義国の都市と村落，第 8
章「国家と世界」の社会主義国の結合で見られる。「地理 A」の一つの特徴として，
章ごとに資本主義陣営と発展途上国，社会主義陣営を節として明確に分けて記述し
ていることが挙げられる。その記述には，第 2 期（1963～72 年）の教科書と同じく，




と資本主義諸国の 2 つに分けて，その比率と状況を紹介している。こうした記述は 
1985 年の『改訂地理』まで続く。 






























表 11 日本の高校地理教科書における中国に関する記述の内容項目 
1973 年『地理 B』 1976 年『新訂地理 B』 1979 年『改訂地理 B』 1982 年『地理』 1985 年『改訂地理』 1988 年『地理』 1990 年『地理－自然と人間－』 
1 位置と歴史 
2 自然環境  
3 資源と産業  
4 住民と生活  
5 諸地域 




1 位置と歴史  
2 資源と産業 
3 諸地域  
4 住民と生活 
1 自然環境  
2 産業   
3 住民と生活  
1 自然環境  
2 産業   
3 住民と生活 
1 10 億人の大地  
2 独自の社会主義  
3 漢族と少数民族 
1 11 億人の大地  
2 独自の社会主義  
3 漢族と少数民族 
4 台湾 香港 
1991 年『新訂地理』 1994 年『環境と人間-地理 A』 1994 年『地理 B』 1998 年『環境と人間-地理 A』 1998 年『地理 B』 
1 自然環境 
2 産業      
3 住民と生活  
4 地域によるちがい 
1 漢族の世界  
2 中国の生活と政治 
3 少数民族をかかえる人口大国 
4 生活舞台の多様性  
5 海外で暮らす中国系住民 
1 広大で変化に富む国土 2 社会主義政権の成立 
3 経済改革と開放体制  3 深刻な人口問題 








3 巨大な人口  
4 人々の暮らし 
5 漢族と少数民族  
6 台湾とホンコン 






1 変化に富む段階状の大地 2 中国の地帯区分 
3 漢族と少数民族     4 巨大な国家を支える組織 
5 3 地帯の地域性      6 変貌する都市生活 






























c 第 4 期（1994～2002 年）の質的特徴 
 本期（1994～2002 年）は，世界の人々の生活を学習させ，異文化への理解を示した
時期であった。本期の質的特徴は 2 点あり，1 番目の特徴は，生活に関する学習が重視
され，政治と経済の記述を通じて人々の生活の変化を紹介していること，2 番目の特徴
は，文化に関する記述があることである。 
本期（1994～2002 年）の 1 番目の特徴は，生活に関する学習が重視され，政治と経






















本期（1994～2002 年）の 2 番目の特徴は文化に関する記述が登場したことである。




ｄ第 5 期（2003～2018 年）の質的特徴 
本期は日中両国の相違点を学習させながら，日中関係を強調した時期である。本期の
質的特徴は 3 点ある。1 番目の特徴は，自然環境，経済，生活などの様々な点において
日本との共通性と近似性の視点で記述していること，2 番目の特徴は，日中の連携と交
流を重視していること，3 番目の特徴は中国経済の変化を強調していることである。 
本期（2003～2018 年）の 1 番目の特徴は，自然環境，経済，生活などの様々な点に






と「「旧 4 件」51から「新 6 件」52へ－日本との近似性：人々の生活の変化－」とした日
本との近似性を語っている。 
本期（2003～2018 年）の 2 番目の特徴は，日中の連携と交流を重視していることで
ある。2003 年版の『地理 A』と『地理 B』，2007 年版の『地理 A』の教科書では，日
                                                   
51 旧 4 件とは，自転車，腕時計，ミシン，ラジオである。 
































































































        図 11 日本の高校地理教科書における台湾と韓国関連記述割合 
（東京書籍の高校地理教科書により筆者作成） 
                                                   
55 1947～62 年の台湾関連記述割合は統計を取ることができないほど少なく，省略する。また，
















台湾に関する記述は，質的な扱い方が大きく変化してきた（表 12）。第 1 期（1947




表 12 日本の高校地理教科書における台湾関連記述の質的変化とその特徴 
質的変遷の時期区分 対台の扱い 
第１期（1947～72 年） 独立国家として扱っている 
第 2 期（1973～2006 年） 中国の一部として扱い，「諸地域」の扱いである 
第 3 期（2007～2018 年） 中国関連記述の中で述べながら，「華人と華僑」の扱い 
（筆者作成） 
 






b 第 2 期（1973～2006 年）の質的特徴 
本期における台湾の記述の質的特徴は，台湾が中国の一部として扱われていることで
ある。上述したように，第 1 期（1947～72 年）における台湾の記述は独立国家として
113 
 
扱われていたが，本期の 1973 年版『地理 B』から，台湾に関する記述は，すべて中国
に関する記述の中で書かれている。より詳しく述べると，中国の記述の中の「諸地域」
の枠組みで書かれており，東北，華北，チベットなどと同じ扱い方である。 
c 第 3 期（2007～2018 年）の質的特徴 
本期における台湾の記述の質的特徴は，台湾の記述は中国に関する記述の中で書かれ




は，台湾の記述は本文で書かれている反面，全く同じ記述が 2008 年版『地理 B』では
コラムになっている。そしてその後，記述の内容と関係なく，台湾に関する記述は現在
使用されている 2017 年版の『地理 A』まですべてコラムになっている。 
d 質的特徴から見た台湾 
本項では日本の高校地理教科書における台湾の特徴を，主に質的側面から検討した。
その結果，台湾の記述の質的な大きな特徴として，以下の 2 点を挙げることができる。 
1 つ目は，日本の高校地理教科書における台湾の扱い方の変化である。第 1 期（1947
～72 年）に出版された教科書は，中国と台湾を並行して記述している。つまり，中国
と台湾は 2 つの国として書かれており，台湾は独立国として扱われている。一方，第 2
期（1973～2006 年）と第 3 期（2007～2018 年）に出版されている教科書においては，
台湾に関する記述は中国の記述の中で書かれている。つまり，1973 年から日本は台湾
を中国の一部分とみなしているのである。その中でも第 2 期（1973～2006 年）におい
ては，台湾に関する記述は中国の「諸地域」の枠組みで書かれており，台湾は中国に属
す地域であった。それに対して，第 3 期（2007～2018 年）に出版された 2007 年版の





















2 つ目は，台湾の記述は，2008 年版の『地理 B』からはコラムになっていることで
ある。上述した 1 つ目の特徴を詳しく見てみると，台湾に関する記述は，1973 年以後
の教科書では大きな枠組みとしては，中国に関する記述の中で書かれている。だが，細
かく分析してみると，中国という大きな枠組みの中で書かれている台湾の扱いが微妙に
変化していることが分かる。第 2 期（1973～2006 年）に出版された教科書における台
湾に関する記述は，中国の「諸地域」の枠組みで本文に書かれている。 








おける台湾の記述は，2003 年版の『新詳地理B』，2004 年版の『新地理A 最新版』，2007
年版の『新詳地理B 初訂版』，2008 年版の『新地理A 初訂版』において，すべてコラ
















                                                   
57 1990 年代までは，東京書籍から出版された教科書と同じく，中国の記述の本文に書かれてい
た。 













































































































利用していることが書かれている。また，1931 年に日本は武力で中国の東北 4 省を侵
略し，1937 年には中国に対する全面的な侵略戦争を起こし，1941 年には太平洋戦争を
起こしたことが書かれている。  




































































 第Ⅳ章第 3 節では，1946 年から 2000 年代までの韓国の高校地理教科書における日
本関連記述を 4 つの時期に分け，その質的変遷を述べている。その中で，記述の特徴が
はっきりしていた 1960 年代と 2000 年代に出版された地理教科書における日本の記述
で書かれている戦争関連記述は 59，非常に批判的であったことが明らかになった。 













1980 年代から 1990 年代前半までは，戦争に関する記述が少なくなり，激しい感情




















































































































































































































































































































































































































中国の教科書は 2000 年代以前 60においては，「革命史観」によって作られた（松田，
2017）。つまり，政治的改革は社会の様々な要因の結果であるとし，民衆の革命によ
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